


 

首
都
圏
ま
で
片
道
90
分
短
縮
、観
光
客
は
1
・
4
倍
に
 

国
道
１
５
８
号
　
安
房
峠
道
路 

飛
騨
〜
信
州
間
の
通
年
運
行
が
実
現
。 

早
く
快
適
な
移
動
で
首
都
圏
へ
の
直
行
バ
ス
も
開
設 

長野県 

岐阜県 

〜 

旧１５８号。坂がきつく、道幅も狭い。
約30分をかけてつづら折りの峠を越
えなければならなかった 

安房峠道路 

平湯温泉で知られる岐阜県
上宝村と、隣の長野県安曇村
をトンネルで結ぶ安房峠道路 
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観
光
の
町
・
飛
騨
高
山
か
ら
東
へ
30
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
と

こ
ろ
に
安あ

房ぼ
う

峠
道
路
が
あ
る
。
松
本
市
と
福
井
市
を
つ
な
ぐ

国
道
１
５
８
号
中
部
縦
貫
自
動
車
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大

の
難
所
、
安
房
峠
を
通
過
す
る
延
長
約
６
・
３
キ
ロ
の
道
路

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。

安
房
峠
は
標
高
１
７
９
０
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
旧
国
道

１
５
８
号
の
こ
の
付
近
は
つ
づ
ら
折
り
の
急
勾
配
で
、
道
幅

が
狭
く
カ
ー
ブ
で
の
す
れ
違
い
は
至
難
の
業
だ
っ
た
。
11
月

中
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま
で
は
積
雪
の
た
め
完
全
通
行
止
め
に

な
っ
た
。
降
雨
に
よ
る
交
通
規
制
も
多
く
、
大
幅
な
迂
回
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
お
ま
け
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば

渋
滞
と
な
り
、
峠
を
越
え
る
の
に
通
常
30
分
の
と
こ
ろ
５
〜

６
時
間
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

住
民
た
ち
に
と
っ
て
安
房
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
は
ま
さ
に
悲

願
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
成
ま
で
に
調
査
開
始

か
ら
33
年
、
工
事
開
始
か
ら
19
年
（
昭
和
53
〜
平
成
９
年
）

も
の
歳
月
を
費
や
し
た
。
北
ア
ル
プ
ス
の
火
山
地
帯
を
横
断

す
る
た
め
、
熱
水
や
火
山
性
ガ
ス
の
発
生
、
地
下
水
の
大
量

出
水
な
ど
の
危
険
が
あ
り
、
そ
の
対
策
が
困
難
を
極
め
た
か

ら
だ
。
途
中
、
掘
削
の
際
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
水
蒸
気
爆
発
事

故
で
４
名
の
尊
い
命
を
失
い
、
工
事
は
一
時
中
断
さ
れ
た
が
、

よ
り
慎
重
な
対
応
と
高
度
な
技
術
を
駆
使
し
て
難
工
事
を
克

服
。
ま
た
、
豊
富
な
水
資
源
や
森
林
資
源
な
ど
貴
重
な
自
然

環
境
を
有
す
る
中
部
山
岳
国
立
公
園
内
に
あ
る
た
め
、
自
然

の
生
態
系
と
の
共
存
に
も
取
り
組
ん
だ
。
現
存
す
る
植
生
を

復
元
し
た
り
、
熊
な
ど
の
大
き
な
動
物
も
通
れ
る
よ
う
な
地

下
道
・
動
物
用
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
を
設
け
た
り
、
側
道

に
は
小
動
物
の
落
下
防
止
も
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地

熱
や
温
泉
水
を
利
用
し
て
路
面
の
雪
を
溶
か
す
と
い
っ
た
積

雪
対
策
も
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
９
年
12
月
６
日
、
念
願
の
安
房
峠
道
路
が
完
成
。
降

雨
や
積
雪
に
よ
る
通
行
止
め
は
一
気
に
解
消
さ
れ
、
通
年
通

行
が
実
現
し
た
。
走
行
距
離
は
約
10
キ
ロ
の
短
縮
、
走
行
時

間
は
わ
ず
か
５
分
と
な
り
、
走
行
費
の
節
約
や
渋
滞
解
消
に

第1章　人・物の交流を促進
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ト
ン
ネ
ル
開
通
で
幹
線
道
路
の
役
割
を
発
揮



成
13
年
以
降
は
年
間
３
０
０
万
人
を
突
破
し
て
い
る
。
主
に

関
東
方
面
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
で
、
年
間
観
光
客
数
は
前
後

５
年
間
合
計
比
で
約
１
・
４
倍
に
な
っ
た
。

そ
の
経
済
効
果
は
、
安
房
峠
道
路
開
通
１
年
後
の
東
海
総

研
の
発
表
に
よ
る
と
、
１
１
７
０
億
円
に
も
上
る
と
い
う
。

内
訳
は
観
光
消
費
が
１
９
３
億
円
、
観
光
関
連
へ
の
民
間
投

資
が
２
５
１
億
円
、
そ
れ
ら
が
誘
発
し
た
波
及
効
果
が
７
２

５
億
円
。
こ
れ
は
、
建
設
費
の
８
６
０
億
円
を
大
き
く
上
回

る
金
額
で
あ
る
。
そ
の
年
以
後
も
観
光
客
は
増
加
し
て
い
る

の
で
、
計
り
知
れ
な
い
経
済
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
開
通
前
は
高
井
戸
IC
か
ら
中
央
自
動
車
道
を
通
っ
て
中
津

川
IC
ま
で
行
き
、
下
呂
を
抜
け
て
高
山
へ
入
る
の
が
一
般
的

で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
車
で
片
道
６
時
間
は
か
か
っ
た
。
そ

れ
が
松
本
IC
経
由
で
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
で
は
、
お

よ
そ
４
時
間
半
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
」
と
蓑
谷
さ
ん
。
そ
れ

は
、
新
た
に
開
設
さ
れ
た
高
山
〜
新
宿
間
を
結
ぶ
高
速
バ
ス

の
利
用
率
に
も
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
月
平
均
利
用
者
数
は

開
始
当
初
で
５
０
０
０
人
を
超
え
、
平
成
13
年
に
は
６
０
０

も
つ
な
が
っ
た
。
急
な
坂
道
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
か
ら
も
解

放
さ
れ
、
大
型
車
も
安
全
で
快
適
な
運
転
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
荷
積
み
の
傷
み
の
心
配
も
減
っ
た
こ
と
か
ら
輸
送
能

力
が
高
ま
っ
た
。
開
通
１
年
後
の
利
用
者
台
数
は
、
予
想
の

90
万
台
を
は
る
か
に
超
え
る
１
２
０
万
台
に
到
達
。
安
房
峠

道
路
の
開
通
は
飛
騨
地
方
へ
の
物
流
や
人
の
流
れ
を
大
き
く

変
え
、
昭
和
９
年
の
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
高
山
本
線
開
通
に
続

く
「
飛
騨
の
第
２
の
夜
明
け
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
い
よ
い
よ
３
０
０
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
る
時
代
に
な
っ

た
」
と
喜
び
を
隠
さ
な
い
の
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

業
を
営
む
か
た
わ
ら
、
高
山
商
工
会
議
所
会
頭
や
飛
騨
高
山

観
光
協
会
会
長
な
ど
を
務
め
、
高
山
の
観
光
客
誘
致
に
貢
献

す
る
蓑み
の

谷た
に

穆
た
か
し

さ
ん
。
蓑
谷
さ
ん
が
差
し
出
し
た
「
高
山
市

に
お
け
る
年
別
観
光
客
数
」
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
安
房
峠

道
路
開
通
前
ま
で
は
年
間
平
均
２
２
０
万
人
だ
っ
た
観
光
客

数
が
、
開
通
１
年
後
に
は
年
間
２
９
３
万
人
に
ア
ッ
プ
。
平

16

首
都
圏
が
身
近
に
な
り
、観
光
客
が
増
大



０
人
に
達
し
、
な
お
も
増
え
続
け
て
い
る
の
だ
。
中
津
川
IC

経
由
よ
り
松
本
IC
経
由
の
方
が
高
速
道
路
料
金
が
１
０
０
０

円
ほ
ど
安
い
こ
と
も
、
バ
ス
の
利
用
者
数
増
加
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
理
由
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
蓑
谷
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
高
校
を
卒
業
し
た
若
者
た
ち
が
進
学
先
に
選
ぶ
の
は
、
関

東
方
面
が
約
80
％
、
17
〜
18
％
が
中
部
、
残
り
が
関
西
方
面

と
い
う
お
も
し
ろ
い
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。
高
山
の
人
に

と
っ
て
東
京
は
名
古
屋
よ
り
身
近
な
場
所
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
ね
」

飛
騨
高
山
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
１
７
７

年
間
、
徳
川
幕
府
直
轄
の
天
領
と
し
て
江
戸
の
文
化
を
反
映

し
て
き
た
と
こ
ろ
。
古
く
か
ら
高
山
は
岐
阜
県
の
窓
口
で
あ

り
、
安
房
峠
道
路
の
開
通
を
き
っ
か
け
に
窓
口
が
広
が
っ
た

と
言
え
よ
う
。
若
い
人
の
心
に
も
そ
う
し
た
意
識
が
芽
生
え

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

２
０
０
４
年
春
、
日
経
産
業
消
費
研
究
所
が
発
表
し
た

17

市
と
民
間
と
国
の
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り

 

古都高山を象徴する
古い町並み。格子戸
や酒ばやし、老舗の
のれんが軒を連ねる 

高山市における
年別観光客数は
平成９年の安房
峠道路開通とと
もに増加している 

平成  5   6   7   8   9  10  11  12 13  14 年 

高山市における年別観光客数 
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「
観
光
魅
力
度
調
査
」
で
高
山
は
、
京
都
・
四
条
と
祇
園
、

札
幌
、
神
戸
、
鎌
倉
、
横
浜
・
中
華
街
と
元
町
に
次
い
で
総

合
６
位
を
獲
得
し
た
。
人
口
10
万
人
以
下
の
小
都
市
と
し
て

は
ト
ッ
プ
を
誇
る
。
安
房
峠
道
路
開
通
に
伴
い
、
10
年
ほ
ど

前
か
ら
始
め
た
観
光
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
手
応
え
は

上
々
。
高
山
市
内
の
観
光
施
設
19
カ
所
が
、
無
料
で
入
館
で

き
る
通
行
手
形
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
の
う
ち
わ
を
首
都
圏
や
関

西
圏
を
中
心
に
全
国
の
主
要
駅
で
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん

と
５
％
も
の
う
ち
わ
の
回
収
率
が
得
ら
れ
た
そ
う
だ
。

飛
騨
高
山
の
魅
力
を
蓑
谷
さ
ん
に
う
か
が
う
と
、「
外
国

人
の
観
光
客
か
ら
『
高
山
は
リ
ア
ル
ジ
ャ
パ
ン
だ
』
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。「
天
領
の
時

代
に
な
っ
て
江
戸
文
化
が
入
っ
て
く
る
ず
っ
と
昔
に
は
、
飛

騨
の
匠
に
よ
っ
て
京
文
化
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
高
山
は

江
戸
と
京
の
文
化
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
独
自
の
町
人
文
化
を

築
い
て
き
た
と
こ
ろ
。
最
近
の
観
光
地
は
〝
リ
ト
ル
東
京
〞

の
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
高
山
は
高
山
で
あ
り
続
け
て
い
る

と
こ
ろ
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
。

18

高山陣屋・朝市 
毎年４月と10月に
行う高山祭り。豪
華な屋台行列など
日本三大美祭の
一つに数えられる 

高山市商工会議所
会頭などを務め、高
山の活性化に貢献
している蓑谷穆さん 

高山～新宿間の
高速バス月平均
利用者数。安房
峠道路開通によっ
て運行開始された 
 

江戸時代から明治維新までの177年間、徳川幕府直
轄の天領として江戸から派遣された代官たちが飛騨
の政治をつかさどっていた場所。全国で唯一現存す
る陣屋であり、国の重要文化財となっている。陣屋前
では夏期は6時～
12時、冬期は7時
～12時に朝市が
開かれ、新鮮な野
菜や果物や花など
が訪れる人々を楽
しませている。 

平成 10  11  12 13  14 年 



蓑
谷
さ
ん
は
、
高
山
観
光
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で

あ
る
古
い
町
並
み
が
続
く
上
一
之
町
に
住
む
。
こ
の
町
に
嫁

い
だ
人
は
、
毎
朝
６
時
に
は
起
き
て
水
を
打
ち
、
冬
は
雪
ま

た
じ
（
雪
か
き
）
を
し
、
家
の
前
や
隣
近
所
の
美
化
に
努
め

る
。
町
角
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
や
ト
イ
レ
の
美
化
も
忘
れ

な
い
。
地
域
の
人
々
に
自
然
に
身
に
付
い
て
い
る
「
も
て
な

し
の
心
」、
こ
れ
こ
そ
が
一
番
の
観
光
財
産
な
の
だ
と
い
う
。

「
飛
騨
の
第
２
の
夜
明
け
」
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

安
房
峠
道
路
開
通
後
の
効
果
は
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
部

分
開
通
に
よ
る
効
果
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
、
松
本
市
か
ら
福

井
市
ま
で
の
延
長
１
６
０
キ
ロ
の
す
べ
て
の
区
間
が
整
備
さ

れ
れ
ば
、
中
央
自
動
車
道
長
野
線
や
東
海
北
陸
自
動
車
道
、

北
陸
自
動
車
道
と
も
連
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
部
・
関

東
・
北
陸
を
結
ぶ
壮
大
な
高
速
自
動
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
る
。
す
る
と
、
高
山
〜
新
宿
間
の
高
速
バ
ス
が
さ

ら
に
１
時
間
短
縮
で
き
る
と
見
込
ま
れ
、
観
光
を
軸
に
し
た

地
域
振
興
や
産
業
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
高
山
は
松
本
市
や
金
沢
市
と
と
も
に
「
国
際
観
光

モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
さ
れ
、
市
や
民
間
企
業
・
諸
施
設
、

市
民
一
人
ひ
と
り
に
も
観
光
都
市
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。

高
速
交
通
網
の
確
保
や
道
路
整
備
と
い
う
国
の
取
り
組
み
、

宿
泊
施
設
や
観
光
関
連
施
設
な
ど
の
設
備
投
資
と
い
っ
た
民

間
の
取
り
組
み
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
市
の
取
り
組
み
も
積
極

的
に
始
ま
っ
た
。
古
い
町
並
み
の
保
全
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界

各
国
か
ら
の
観
光
客
の
た
め
の
何
種
類
も
の
観
光
案
内
の
作

成
、
車
い
す
の
利
用
者
や
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
サ
ー
ビ
ス
も
そ
の
一
つ
。
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
町
が

車
で
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
市
民
の
生
活

道
路
を
確
保
し
、
物
流
・
産
業
道
路
の
棲
み
分
け
を
し
な
が

ら
、
郊
外
や
高
山
駅
周
辺
に
駐
車
場
を
つ
く
っ
て
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
い
っ
た
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
地

域
の
人
た
ち
が
受
け
継
ぎ
育
ん
で
き
た
歴
史
や
伝
統
文
化
を

土
台
に
、
市
・
民
間
・
国
が
協
働
す
れ
ば
、
地
域
は
よ
り
よ

く
変
わ
れ
る
こ
と
を
、
こ
の
町
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

第1章　人・物の交流を促進
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道路沿いの雄大な森林風景から、一般公募で「石勝樹海ロード」の愛称がつけられた 

地
域
の
期
待
を
乗
せ 

雄
大
な
風
景
の
中
を
走
る 

道
央
と
道
東
の 

最
短
ル
ー
ト 

石勝樹海ロードの全面開通による走行時間の短縮（分） 

苫小牧 

新千歳 
空港 

丘珠 
空港 

札幌 

帯広 

とかち 
帯広 
空港 

岩見沢 
富良野 

小樽 

石勝樹海ロード 

 平成3年開通区間（19.8Km） 

２７４ 

日
高
山
脈
を
乗
り
越
え
、分
断
さ
れ
た
地
域
を
つ
な
ぐ
 

国
道
２
７
４
号
　
石
勝
樹
海
ロ
ー
ド 

 

 

北海道 

札幌市 

帯広市 
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道
央
と
道
東
を
最
短
距
離
で
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
・
国
道
２

７
４
号
は
、
樹
々
が
織
り
な
す
雄
大
な
森
林
風
景
か
ら
「
石

勝
樹
海
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
連
な
る
山
々
の
中
を

抜
け
る
こ
の
道
は
、
と
り
わ
け
秋
の
紅
葉
が
美
し
く
、
峠
越

え
の
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
し
て
北
海
道
で
も
有
数
の

交
通
量
を
誇
っ
て
い
る
。

こ
の
石
勝
樹
海
ロ
ー
ド
で
つ
な
が
る
日
高
町
と
清
水
町
。

か
つ
て
は
北
海
道
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
日
高
山
脈
に
よ
っ
て

分
断
さ
れ
て
い
た
。
直
線
に
し
て
わ
ず
か
40
キ
ロ
ほ
ど
し
か

離
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
間
に
は
、
標
高
１
３
０
０
〜
１
６

０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
り
、
人
が
足
を
踏
み
入
れ

る
こ
と
の
な
い
原
始
林
が
広
が
っ
て
い
た
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
に
か
け
て
幾
度
と
な
く
踏
査
と
探
訪

が
繰
り
返
さ
れ
、
地
域
住
民
が
開
削
を
求
め
て
切
な
る
陳
情

を
行
っ
た
が
、
日
高
〜
十
勝
間
の
ル
ー
ト
の
開
削
は
見
送
ら

れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
29
年
９
月
、
道
内
に
大
き
な

被
害
を
巻
き
起
こ
し
た
洞
爺
丸
台
風
の
来
襲
が
思
わ
ぬ
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
約
１
０
０
万
本
の
風
倒
林
の
処
理
が
急
務

と
な
り
、
翌
30
年
に
運
搬
路
開
削
が
予
算
化
。
林
道
の
役
目

を
併
せ
持
つ
日
勝
道
路
の
開
削
が
つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。

日
高
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
は
農
業
を
営
み
な
が
ら
日

高
町
議
会
議
員
を
務
め
る
鹿
島
信
一
さ
ん
は
言
う
。

「
中
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
工
事
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま

し
た
か
ら
、
馬
の
背
に
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
生
活
物
資
を

乗
せ
、
森
の
奥
へ
奥
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
う
っ
そ
う

と
し
た
原
生
林
に
ど
ん
ど
ん
新
し
い
道
や
橋
が
完
成
し
て
い

く
の
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

昭
和
40
年
10
月
15
日
、
日
勝
峠
を
越
え
て
二
つ
の
地
域
を

結
ぶ
日
勝
道
路
は
、
着
工
以
来
10
年
の
歳
月
を
か
け
つ
い
に

開
通
の
日
を
迎
え
た
。「
難
工
事
に
次
ぐ
難
工
事
の
末
の
開

通
で
し
た
か
ら
、
二
つ
の
地
域
が
結
ば
れ
た
と
き
の
喜
び
は

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
の
完
成
は
、
地
域
の
人
々
の
精
神
的
な
支
柱
に
も
な
り

第1章　人・物の交流を促進
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長
年
に
渡
る
地
域
の
願
い
が
つ
い
に
実
現



ま
し
た
」
と
鹿
島
さ
ん
は
話
す
。

平
成
３
年
９
月
、
福
山
〜
日
高
間
の
19
・
８
キ
ロ
が
昭
和

41
年
の
着
工
か
ら
四
半
世
紀
を
経
て
完
成
、
札
幌
〜
帯
広
間

の
国
道
２
７
４
号
の
全
線
開
通
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
道
央
と
十
勝
は
距
離
で
約
40
キ
ロ
短
縮
、
時
間

で
は
約
１
時
間
の
短
縮
と
な
っ
た
。
経
済
効
果
も
大
き
く
、

札
幌
〜
帯
広
・
釧
路
の
都
市
間
バ
ス
輸
送
客
数
が
増
加
、
ま

た
、
十
勝
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
水
産
業
の
輸
送
量
は
開
通

前
の
10
万
ト
ン
か
ら
42
万
ト
ン
へ
と
約
４
倍
に
も
増
え
た
。

観
光
、
物
流
の
期
待
を
乗
せ
た
北
海
道
の
新
し
い
大
動
脈
の

誕
生
で
あ
っ
た
。

胆
振
た
ん
ぶ
り

管
内
の
東
側
に
位
置
す
る
穂
別
町
は
、
豊
か
な
清
流

と
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
山
あ
い
の
町
だ
。「
森
と
化
石
と
ロ

マ
ン
の
里
」「
ヘ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
タ
ウ
ン
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
化
石
資
源
を
活
か
し
た
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
穂
別
町
に
は
平
成
３
年
の
国
道
２
７
４
号

石
勝
樹
海
ロ
ー
ド
全
線
開
通
を
、
手
放
し
で
は
喜
べ
な
い
現

実
が
あ
っ
た
。
穂
別
町
観
光
協
会
事
務
局
長
の
小
野
寺
昭
徳

さ
ん
は
言
う
。

「
そ
れ
ま
で
は
穂
別
町
は
道
道
が
町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

の
役
目
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
国
道
の
開
通
で
道
道
の
交

通
量
が
激
減
す
る
こ
と
は
明
ら
か
な
う
え
、
国
道
は
町
の
北

約
20
キ
ロ
を
通
過
す
る
た
め
、
観
光
客
を
ど
う
呼
び
込
む
か

が
大
き
な
問
題
で
し
た
」

町
の
中
心
商
店
街
に
も
な
っ
て
い
る
道
道
夕
張
・
平
取
線

は
、
１
日
４
０
０
０
〜
５
０
０
０
台
の
交
通
量
が
あ
っ
た
が
、

国
道
２
７
４
号
の
全
線
開
通
後
は
交
通
量
が
減
少
。
市
街
の

飲
食
店
や
お
土
産
店
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

「
覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
痛
か
っ
た
で
す
ね
。

た
だ
国
道
の
開
通
は
デ
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
運
ん
で
き
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
個
人
的
に
は
長
い
目
で
見
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大

き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
小
野
寺
さ
ん
。
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間
接
的
に
観
光
客
を
呼
び
入
れ
る
効
果
も


